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	WAKASA
	VOLUNTEER SEMINAR
	わかさボランティアセミナー
	申込みはこちら！
	申込締切：5月13日（水）正午
	対象：高校生以上 　　50名程度


	令和８年度国立若狭湾青少年自然の家

	ボランティアセミナー開催要項
	◆ねらい ・青少年野外教育施設等でのボランティア活動の役割について理解を深める。
	・今年度の教育事業の特性に応じた体験活動についての知識や技能を習得する。
	◆主 ◆期 ◆場 ◆参 加 対 象
	催 日 所
	独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立若狭湾青少年自然の家  令和８年５月23日（土）～24日（日） ＜１泊２日＞  国立若狭湾青少年自然の家 及び その周辺  青少年教育、自然体験活動に興味のある方、青少年教育施設等でのボランティア活動に興味のある方 および活動を希望する方 50名程度（高校生以上）
	◆日
	５月23日（土） 受 付    ９：00～ 開講式 ９：30～  ５月24日（日） 閉講式 15：15～ 解 散   15：30頃
	昼食（食堂）
	５月２３日（土）
	５月２４日（日）
	朝のつどい
	　 受 付
	開 講 式 ・ ア イ ス ブ レ イ ク
	講義 「ボランティア活動の意義」
	講義・演習 「救命救急法・安全管理」 実技 「ボランティア活動の技術」 （海活動編）
	昼食（食堂）
	講義 「青少年教育施設の現状と運営」
	講義 「青少年教育とは」
	休 憩
	講義・演習 「救命救急法・安全管理」 実技 「ボランティア活動の技術」 （野外活動編）
	閉 講 式
	　 休 憩
	　 入 浴
	　 就 寝
	「法人ボランティアの登録制度」
	起床
	講義・演習 「安全管理・救命救急法」
	清掃・荷物移動 朝食（食堂）

	※ボランティア養成カリキュラムに基づいてプログラムを構成しています。 ※プログラムの順は変更することがあります。
	◆参加費
	３，８００円（食費４食・シーツ等洗濯費・傷害保険料等）
	【内訳】
	食  飲  保  雑  合
	費  料  険  費  計
	２,８４０円 （１日目昼食 ～ ２日目昼食分）
	３６０円
	１６０円  ４４０円  ３,８００円
	◆申
	当施設のホームページからか、表面の二次元バーコードを読み込み
	専用フォームからお申し込み下さい。
	◆申込締切
	令和８年５月13日（水）正午まで  ★応募者多数の場合は、初参加の方を優先とさせていただきます。
	◆その他 ・申込後、５月15日（金）以降に持ち物や詳しい日程などの案内をメールにて送付いたします。
	・下記の最寄り駅より送迎を行います。乗車希望の方は申込フォームで回答のうえ、出発時刻までに乗
	車駅にご集合ください。
	迎え（23日）８：20 上中駅発
	８：30 大鳥羽駅発
	送り（24日）16：00 自然の家発 → JR小浜線 大鳥羽駅（敦賀方面） 16：49発  JR小浜線 上中駅（東舞鶴方面） 16：41発  JRバス若江線 上中駅（近江今津方面） 17：15発
	※前泊も可能です。遠方からの参加で前泊をご希望の方は申込フォームで回答してください。
	・申込後、参加できない事情が発生した場合は速やかにご連絡ください。
	５月20日（水）10：00以降のキャンセルは、キャンセル料をいただく場合があります。
	【お問合せ先・申込み先】
	独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立若狭湾青少年自然の家
	担当：高木、河原、前田
	〒917-0198 福井県小浜市田烏区大浜
	電話：0770-54-3100 ／ Ｅメール：wakasawan@niye.go.jp



